生物試験 by 渡辺 和夫 et al.
4 . 著 書
1 ) 難波恒雄 : イ ン ド ア ユールベー ダ生薬， 生物
活性天然物質， 369 - 381 頁 ， 医歯薬 出版社， 1 978. 
2 ) 難 波恒雄編 : 庖厨備用 倭 名 本草， 漢方文献刊
行会， 1978. 
5 .  そ の他
1 )  難波恒雄 : 生薬解説 ・ 大黄， 漢方 医学 2 
( 1 ) : 1 - 2 ， 1978. 
2 )  難波恒雄 : 生薬解説 ・ 当 帰， 漢方医学 2 
( 2 ) : 1 - 2 ， 1978. 
3) 難波恒雄， 難波健輔 : 和漢薬 を さ ぐ る ( 3)， 強
心薬の話， 東洋医学 ( 17 ) : 86 - 92， 1978. 
4 ) 難波恒雄 : 生薬解説 ・ 有薬， 漢方 医学 2 
( 3 ) : 1 - 2 ， 1978. 
5) 難波恒雄 : 和漢薬研究所の 設立 と 使命， 和 漢
薬 ( 298 ) : 8 - 10， 1978. 
6) 難波恒雄 : 生薬解説 ・ 黄苓， 漢方医学 2 
( 4 ) : 1 - 2 ， 1978. 
7 ) 難波恒雄 : 生薬解説 ・ 三七， 漢方医学 2 
( 5 ) : 1 - 2 ， 1978. 
8 ) 難波恒雄 : 富 山 売薬 の ルー ツ を 探 る ， 和 漢薬
( 300 ) : 206 - 217 ， 1978. 
9 ) 難波恒雄 : 生薬解説 ・ 大裏， 漢方 医学 2 
( 6 ) : 1 - 2 ， 1978 . 
1 0 )  難波恒雄 : 生薬解説 ・ 相実 と 相穀， 漢方 医学
2 ( 7 ) : 1 - 2 : 1978. 
1 1 )  難波恒雄， 難波健輔 : 和漢薬 を き ぐ る (4)， 胃
腸 薬 の 話( 1 )， 健 胃 薬， 東洋医学 ( 19 ) : 88 - 93 ，  
1978 
1 2 )  難波恒雄 : 生薬解説 ・ 麻黄， 漢方医学 2 
( 8 ) : 1 - 2 ， 1978. 
1 3 )  難波恒雄 : 生薬解説 ・ 陳皮， 漢方医学 2 
( 9 ) : 1 - 2 ， 1978. 
14 ) 難波恒雄 : 漢方 名 医伝(1 )， 東洋医学 ( 20 ) : 
104 - 107 ， 1978. 
1 5 ) 難波恒雄 : 生薬解説 ・ 連銭草， 漢方医学 2 
( 10 )  : 1 - 2 ，  1978. 
16 ) 難波恒雄， 御影雅幸 : 生薬資源の諸問題， “か
ら だの科学 " 臨時増干IJ ・ 東洋の 医学. 159 - 177 ， 
1978 . 
1 7 )  難波恒雄 : 生薬解説 ・ 金銭草， 漢方医学 2 
( 1 1 ) : 1 - 2 ，  1978. 
18 ) 難波恒雄 : 生薬解説 ・ 附子 と 烏頭， 漢方 医学
2 ( 1 2 ) : 1 - 2 ，  1978. 
- 50 
生 9均 試
教 授 渡 辺 和 夫
助 教 授 渡 辺 裕 司
助 手 後 藤 義 明
1 .  研究概要
思食
本部 門 では 和 漢薬の薬効 を 実験薬理学的方法 に よ
り 評価 し ， 病 態 に 則 し た 作用 機序の解明 と 作用 本体
の 追究 を 目 的 と し て 研究 を 行な っ て い る 。
1 )  和 漢薬 の 薬効評価 に 関す る 基礎研究 : 和漢薬
の 薬効 を 効率的に 評価す る 一般薬理学的検索法 に つ
い て ， 行動観察か ら 特殊病態 モ デル に 至 る 一連 の体
系化 を 目 標 と す る 研究 を 行 な っ て い る 。
2 )  実験的消化性漬傷病 態 モ デルに 関す る 研究 :
ス ト レ ス 胃 潰痕， 慢性 胃 潰痕， 十二指腸 漬療等 の動
物実験病態 モ デル を 作成 し ， そ の生成 の 機序， 薬効
評価への応用， 治療薬の作用機序 等 を 追究 し て い る 。
3 )  胃 液分泌調節機構に 関す る 研究 : 胃 液分泌の
調 節 に 関与す る 神経性 因子， 体液性 因子の薬理学的
特性 と 薬物作用 を 研究 し て い る 。 小動物 を 用 い た 胃
液分泌の計量的測定法の改良， 温血動物摘出 胃 の酸
分泌測定等の方法論的研究 と ， そ れ ら を 用 い た 中枢
性， 末梢性 の調節機構 と 薬物受容体 な ど に つ い て 研
究 し て い る 。
4 )  中 枢神経作用 薬の行動薬理学的研究 : 各種向
精神薬の作用機序解明 と 和 漢薬作用 の評価 を 目 標 に
行動薬理学的研究 を 行 っ て い る 。 特に ノ fー キ ン ソ ン
病 ， て ん か ん な ど の病 態 モ デル動物 を 中 心 に 薬物作
用 ， 中枢化学伝達物質 の動態 を 追求 し て い る 。
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1 .  研究概要
1 ) 漢方方剤並びに 和 漢薬の血清成分 に 対す る 生
化学的研究
各種漢方方剤 エ キ ス 65種の ラ ッ ト 血清成分に 及 ぼ
す影響に つ い て 前年度に 引 き 続 き 自 動臨床化学分析
計 を 用 い て 検討 し ， 血 中 尿素窒素値 及 び総 コ レ ス テ
ロ ー ル値に 著 明 な 変動 を 生 じ き せ る 方 剤 6 種 ( 柴胡
桂枝乾萎湯， 有薬甘草湯， 小柴胡 湯， 小青龍湯， 三
黄 潟 心 湯， 乙 字 湯 ) を 見 い 出 し た 。 さ ら に こ れ ら
6 種方剤 を 構成す る 和漢薬エ キ ス を 検討 し ， 大黄，
黄連， 黄苓， 麻黄， 苛薬， 柴胡， 甘 草 に 両作用 を 見
い 出 し た 。 こ れ ら の実験結果か ら 漢方方剤の示す生
物活性 は ， 方 剤 を 構成す る 特定の和漢薬に 起因す る
こ と を 見 い 出 し た 。
2 )  代謝 リ ズム並びに 栄養条件 と 和漢薬作用
前年度 ま で尿酸代謝の 日 内 リ ズム と 食餌成分 と の
関連性 に つ い て 追求 し ， 血清尿酸値， キ サ ン チ ン オ
キ シ ダーゼ， ウ リ カ ー ゼ活性等に 日 内 リ ズムが存 在
す る こ と を 見 い 出 し た が， 今年度 は さ ら に 尿酸代謝
リ ズム に 及ぼす明 暗変更の影響に つ い て 検討 し ， 明
暗 が尿酸代謝に 主要な役割 を 演 じ て い る こ と を 明 ら
か に し た 。 ま た 薬用 人参サ ポニ ン の糖代謝に 及ほす
影響 を 究明 す る た め の 基礎研究 と し て ， 肝 ・ 腎 の ピ
ル ビ ン 酸 キ ナ ー ゼ、 を 測定 し ， 摂食成分に よ る 応答性
を み た 結果， 肝 では 炭水化物量 に 依存 し て 酵素活性
が増加 し ， 腎 では タ ン パ ク 質量 に 依 存 し て 変動す る
と い う 興味 あ る 事実 を 見 い 出 し た 。
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